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が現状である（注: 2013 年当時。2014 年以降は佐渡出身能楽師の協力で演能が現在まで
続いている）。佐渡市は小泊白山神社能舞台の調査を行い、市の有形文化財に指定すると
ともに、文化財修復保存事業の一環として、平成 24 年 3 月に朽果てた屋根部分を中心に
修復補修工事が完了し、同年 6 月には杮落としの記念事業も開催された。能楽後継者は平
成 24 年の時点で小泊集落にはひとりであったが、平成 26 年 3 月現在では、成人では笛お
よび謡が参加し、合計 3 名となっている。さらに、小泊で年 5 回程実施している笛講座に
参加する、学生や成人 4名を含めると、以前より参加人数は確実に増えている。 
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 1 世帯調査とあるが、回答者は世帯の誰とするのか？ 
  （回答：できる限り家族で協議して回答いただきたい） 
 2 年齢は実齢でなくても、いいのでは？ 
  （回答：実齢記入あるいは階級年齢から選択するという方式とした） 
 3 世帯の個人情報は保護できるのか？ 
  （回答：無記名回答とし、調査票の扱いには十分に注意を払う） 
 
写真 1 集落役員会での質問調査に関する説明（平成 25 年 7 月 20 日） 
 
Ⅳ-2 本調査 
 平成 25 年 8 月 20 日に集落回覧配布物として、集落全 85 世帯に質問票を班毎に配布し
た。集落総代の質問調査に関する協力依頼文書を添付した。回答期日は 8 月 30 日とし、































平成 25 年 7月 20 日：集落役員会における調査依頼および検討 
平成 25 年 8月 20 日：集落回覧として調査票配布、総代から回答依頼 
平成 25 年 8月 30 日：班内回収締め切り日 
平成 25 年 8月 31 日：回答依頼（総代） 
平成 25 年 9月３日：本学の調査票回収およびお礼 
平成 25 年 10 月 13 日：未回収世帯向けの回答お願い 
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図 3 家族の年齢構造（有効回答数：38 世帯） 
図 3 は現在の家族構成を年齢別（10 歳おき）に棒グラフ化している。祖父祖母は 60～80
代が多くを占めていた。父母の年齢構造は 50 代が最も多いもの、60 代、40 代、30 代もみ






























































 図 1 調査世帯の家族構成（40 世帯累計） 
 
図 2 調査世帯の家族構成（40 世帯累計） 




た。未成人の男女子は 21％だった。祖父祖母と父母が全体の 3 分の 2 近くを占めており、
逆に未成年の男子女子は全体の 21％と若者が少ない事実が伺える。尚、家族人数を世帯数
で割った平均家族構成人数は 4.2 人であった。家族構成の実数を表すヒストグラムでは、
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図 4 は有効回答 42 世帯の家族構成別の世帯数を表したものである。単身世帯は 1 戸、夫
婦のみの世帯は 6 戸、夫婦に子どもがいる世帯は 8 戸、祖母と夫婦の世帯は 10 戸であっ




図 4 テレビの導入時期（有効回答数：25 世帯） 
 
図 4 は家庭にテレビが導入された年代をグラフ化したものである。1960 年頃に購入した家
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・小泊まつりの余興で   
・昭和 30 年代に旅芸人一座の芸居     
・青年芝居などの祭り、イベント、祭の余興   
・昭和 40 年代に～50 年代に青年や若妻の会     
・祭りやイベント   
・小泊の祭りで歌や踊り       
・演奏会   
・昭和 46 年に白山神社で青年会による芸能大会 10～20 年ぐらい続いた 
・大学生研修や合宿  
・祭りの余興で芝居、踊り、映画など    
・年配者から昔の小泊の様子を聴き歴史をする   
・芝居    
・杠祭り  














「はい」と答えた人の意見   
① 継承者が増えれば   
② 生活の中の行事で何かやる   
③ 地域の人にかかわる  
④ 定期化、環境設備補強（トイレなど）   
⑤ 他地域との交流など  
⑥ 小泊祭などに使用したい   
⑦ 演能者しか楽しめてないと考えあらすじなど分かりやすい説明が必要 
⑧ 人が（能舞台に）寄り付くことが大事   
⑨ 若い人からお年寄りに声をかける   
⑩ 芸能を伝承できれば  
⑪ 人々との繋がり次第  
⑫ 何事も人が集まる場があればそれをきっかけに活性化へつながる  
 
「いいえ」と答えた人の意見  
① 伝統芸能に興味ない人には関係ない  
② 小泊に伝統芸能はない  
③ 周囲にそういった興味を持つ人がいない  
④ お客様を呼ぶ努力、体制、心構えが必要  
⑤ 興味を持っている人が少ない  
⑥ 生活があるから  
⑦ 反対者が多すぎる  
⑧ トイレ等がない  
⑨ 関心がない  
⑩ 能を見る人が少ない 
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写真 3 岡崎實氏の佐渡古文書に関する講演（本学小泊活性化交流事業） 
 
 
写真 4 個別聞取り調査後の交流会（平成 25年 11月 23 日ふすべ村にて） 
岡崎實氏は、書家でもあり、羽茂あるいは佐渡に残されている文書の解読に大きな貢献を
されている。本学事業では佐渡の過去の歴史に関して講義を行っていただいた（写真 3）。 







・限界集落を維持することが先決     
・自由参加のサークルなど     
・定期的にイベントを開催     
・映画など作成     
・素浜の夕焼けを利用して伝統芸能+イベントなど    
・巨大太鼓を作り子童より指導を受け大人、子供、老人で集い遊ぶ  
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たのは昭和 21 年から 23 年ごろだと考えられ、それからは徐々に衰退していったと思われ
る。 
Ⅴ－2 意識調査 
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知らない 4 11 








































たのは昭和 21 年から 23 年ごろだと考えられ、それからは徐々に衰退していったと思われ
る。 
Ⅴ－2意識調査 

























知っている 8 10 
知らない 4 11 









































































































































ら教えてください。（例  曾祖父 謡 昭和 20 年〜昭和 50 年頃） 
(          ) 
・ご家庭にテレビがはじめて入った時期は何時頃でしょうか、イベントと関連づけても結構で
す。（例 1970 年頃 東京オリンピックの頃、大阪万博の頃） 
(          ) 
 
・昨年 6 月２日に小泊白山神社能舞台修復工事完成こけら落とし記念薪能、さらに 11 月 3 日
に奉納舞囃子がありましたが、これらをご覧になりましたか。 
ご覧になられた場合、チェックをいれてください。 
  □6 月２日     □11 月 3 日 
 
・無料で受けられる笛講座を能舞台で 6 月から開始しましたがご存知でしたか。 
  □はい        □いいえ 
 
・上記の笛の講座に参加したいと思いますか。 




  □はい                  □いいえ 
 
・無料で能の楽器や謡を習ってみたいですか。 
  □はい                  □いいえ 
 
・｢はい｣と答えた方はどれを習ってみたいですか。 
  □笛 □大鼓 □小鼓 □太鼓 □謡 □仕舞  
 
・能舞台を演能以外で使用された例をご存知ですか。小泊以外の例も含めます。 
  □はい                 □いいえ 
 



















  □曽祖父(   )  □曾祖母(   )  □祖父(   )  □祖母(   ) 
  □父（  ）□母（  ）□成人女性同居人(  )  □同男性同居人(  ) 
  □男子(  )    □男子(  )         □男子(  ) 




女子 (10〜  )    □女子 ( 9〜12  )） 
  □曽祖父(   )  □曾祖母(   )  □祖父(   )  □祖母(   ) 
  □父（  ）□母（  ）□成人女性同居人(  )  □同男性同居人(  ) 
  □男子(  )    □男子(  )         □男子(  ) 
  □女子（  ） □女子（  ）    □女子（  ） 
 
・現在、能以外にも伝統芸能を習っている方がおられましたら教えてください。 
（例 祖母 小唄をやっている（56〜） 
(          ) 
－ 90 －
・既にご他界されたご家族の方で能を習っていた方、または愛好されていた方がおられました
ら教えてください。（例  曾祖父 謡 昭和 20 年〜昭和 50 年頃） 
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・現在、能以外にも伝統芸能を習っている方がおられましたら教えてください。 
（例 祖母 小唄をやっている（56〜） 
(          ) 
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(          ) 
・能舞台を演能以外で使用したいですか。 
      □はい                   □いいえ 
 
・｢はい｣答えた方へ、どんなことで利活用したいですか。 
(          ) 
・伝統芸能によって地域が活性化すると思いますか。 
 □はい                □いいえ 
 
・「はい」と答えた方へ、どのようにすれば活性化すると思いますか。 
(          ) 
 
・「いいえ」と答えた方へ、なぜ活性化しないと思いますか。 
(          ) 
 
・ 現在あるいは過去に能で使われる楽器、道具等がご自宅にありましたか。 
  □はい             □いいえ 
 
・「はい」と答えた場合、現在ですか?過去にあった物ですか? 
   □現在             □過去(亡くなったご家族から聞いたことも含める) 
 
•   何がありますか、あるいはありましたか?  
  楽器(笛、小鼓、大鼓、太鼓)、謡本、能衣装、その他(具体的に) 
(          ) 
・現在ない場合はどのようにしましたか？ 
 □能楽をされる方に譲った □処分(廃棄)した  □その他(具体的に) 




(          ) 
 
ご協力ありがとうございました。 
－ 92 －
